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２０２３の問題・商の整数部分 
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という，分子が２０２３の仮分数の整数部分を考えます。 

２０２３

１
＝２０２３なので，

２０２３

１
の整数部分は２０２３， 

２０２３

２
＝１０１１

１

２
なので，

２０２３

２
の整数部分は１０１１です。 

（１）
２０２３

Ａ
と

２０２３

Ａ＋１
の整数部分の差が１であるとき，Ａにあてはまる最も大きい数を答えなさい。 

 

 

 

 

（２）
２０２３

Ｂ
と

２０２３

Ｂ＋１
の整数部分が等しいとき，Ｂにあてはまる最も小さい数を答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）
２０２３

Ｃ
と

２０２３

Ｃ＋１
の整数部分の差が１であるとき，Ｃにあてはまる最も小さい数を答えなさい。 

 

  

最難関問題 
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２０２３の問題・商の整数部分 （１）１０１１ （２）４６ （３）３５ 

 

（１）２０２３÷２＝１０１１.５より，
２０２３

１０１１
＝２

１

１０１１
，

２０２３

１０１２
＝１

１０１１

１０１２
となるので，Ａに

あてはまる最も大きい数は１０１１です。 

 

（２）
２０２３

Ｂ
－

２０２３

Ｂ＋１
＝

２０２３×（Ｂ＋１）−２０２３×Ｂ

Ｂ×（Ｂ＋１）
＝

２０２３

Ｂ×（Ｂ＋１）
です。

２０２３

Ｂ
と

２０２３

Ｂ＋１
の整数部分が等しいためには， 

  
２０２３

Ｂ×（Ｂ＋１）
＜１でなければならないので，Ｂ×（Ｂ＋１）は２０２３より大きい整数です。連続す

る２つの整数の積が２０２３を超えるのは，４５×４６＝２０７０のときです。よって，Ｂは４５以上

です。 

   ２０２３÷４５＝４４.９…， 

   ２０２３÷４６＝４３.９…， 

   ２０２３÷４７＝４３.０…， 

  となるので，Ｂにあてはまる最も小さい数は４６です。 

 

（３）
２０２３

Ｃ
－

２０２３

Ｃ＋１
＝

２０２３

Ｃ×（Ｃ＋１）
です。

２０２３

Ｃ
と

２０２３

Ｃ＋１
の整数部分の差が１となるために

は，
２０２３

Ｃ×（Ｃ＋１）
＜２でなければならないので，Ｃ×（Ｃ＋１）は２０２３÷２＝１０１１.５より

大きい整数です。連続する２つの整数の積が１０１１.５を超えるのは，３２×３３＝１０５６のとき

です。よって，Ｃは３２以上です。 

   ２０２３÷３２＝６３.２…， 

   ２０２３÷３３＝６１.３…， 

   ２０２３÷３４＝５９.５， 

   ２０２３÷３５＝５７.８， 

   ２０２３÷３６＝５６.１…， 

  となるので，Ｃにあてはまる最も小さい数は３５です。 

 

最難関問題 


